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 研 修 報 告  

*********************************************************************** 

「専門職こそ悩むもの～立ち止まりながらススム、ソーシャルワーク～講

義での学び」 

社会医療法人敬愛会 なかがみ西病院 医療相談室 梅田 依里 

*********************************************************************** 

今回、「倫理」というキーワードを元に御講義をいただき、日々の業務に向き合う姿勢を振り

返ることができ、沢山の学びも得ることができた。 

 まず、倫理とは、「ためらう、考え続ける、立ち止まって悩む姿勢」であり、倫理的な選択をす

るためには、きちんとした手順を踏み関係者全員で協議していく必要がある。専門的な知識と

経験があると、勝手に専門職側で判断してしまう可能性があり、金城先生はそれを「思考停

止」と表現され、それが最も危険だとお話されていた。また、患者さんやご家族の秘密に触れ

ることに慣れてしまわない様に、常に感謝や敬意を忘れないことが大切であると感じた。 

 グループワークでは、肺炎の高齢女性に対して、ご家族内で治療を望む方、望まない方が

いらっしゃった場合の今後の意思決定支援方法に関して、カード方式で事例検討を行った。

ご本人のご意向や、ご家族の気持ちの背景について深掘りし、ご本人にとっての最善の選択 

何かを考えることはとても根気のいる作業だった。参加者各々に違う情報が記載されたカード

を渡されるため、どんな情報が必要なのか、不足しているのかを考える必要があり、普段の

多職種連携と重なった。各専門職や各スタッフで持っている情報や視点が違うため、きちんと

情報共有できているかどうかで、その後の方針や支援方法に大きく影響が出るのだと感じた。

倫理的な判断を行うには、手間を惜しまず段階を踏んでいくことが大切であると感じ、金城先

生の御講義の中でお話しがあった「面倒くさいことの中に、大事なことがある」という言葉の意

味を実感できたグループワークだった。 

 今回の御講義中、今までを振り返り、良い意味でも悪い意味でも業務に慣れてきている自

分自身に少し危機感を覚えた。まだまだ経験の浅い今の時期にこの講義を受けることができ

て良かった。ついつい答えを探しがちだが、「対話・協議」することを意識した支援を心がけて

いきたい。 

 

*********************************************************************** 

2024 年度 初任者研修に参加して 

大浜第二病院 医療福祉課 宮沢すず  

*********************************************************************** 

初めまして、今年の 2 月から大浜第二病院で相談員として勤務させていただいています、宮

沢すずと申します。今回臨床倫理士である金城先生の価値・倫理についての初任者研修へ

参加させていただきました。  

 倫理と聞くと「正しい行いをする」「～をしてはならない」という様なイメージがありました。で

すが、「倫理＝品行方正」ではなく、「今目の前にしている出来事に対してどう過ごしていくの
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か、日々の選択に常に向き合い模索する事に意味がある」という事を学びました。  

 入職してから約半年程たち現場の環境にも慣れ始め、ご本人様やご家族様、他職種の

方々とのコミュニケーションが徐々に取れるようになってきたかもしれない、という思いが出始

めてきていた中での受講でした。その「慣れてしまう」という事がどれだけ支援に響くのか、一

人の人生を変えてしまうのかを考えさせられました。  

 私は回復期病棟を担当させていただいており、脳卒中後の方々や骨折後のリハビリで入院

する患者様が多くいられます。制度上入院期間が限られている中で、どのような支援が出来

るのか、その入院期間を短いと捉えるのか長く捉えるのかはとても大切だと感じました。例え

ば失語症の影響で意思疎通の仕方が入院前と比べて難しくなってしまったからと、コミュニケ

ーションをあまりせずご本人様不在の支援になっていないか。ご家族様と話し合いを重ねる

事は出来ていても、ご本人様の意向があってのご家族様の意向である事を忘れていないか。

常に考え、悩み立ち止まりながら支援を行う事が必要であると感じました。  

 今回の研修を通して、「その人らしさの人生」とは何かを常に考え、「慣れてしまう」という事

がどれだけ支援に響くのか、一人の人生を変えてしまうのかを忘れずに支援行っていきたい

と考えております。また、ご本人様も含めたチームで支援をしている事を意識しながら、今後

とも悩み葛藤し MSW として努めていきたいと思っております。 

 

 

 実習生受入報告  

*********************************************************************** 

実習生受け入れ報告 

医療法人以和貴会 西崎病院 地域連携室 眞壁政也 他 MSW 

*********************************************************************** 

実習生は最終日にこう言いました。 

「実習前は、病院って怖いところ。病院実習は大変だから、気を付けてよ。と周りから言われ

て、本当に不安で仕方なかった。実習が終わり、その噂は違うということを実感しました」 

「病院実習＝怖い」という 良からぬ噂があるようです。 

実習生を受け入れるために、自身の MSW の業務を言語化し、文字へ落とし込みます。 

「経験論」で働いていた MSW は、「あ～、わたしたちの仕事って、こんなふうにテキストに載っ

ているんだ～」「社会福祉士業務指針に、解決手段がヒントとしてある～」と目を輝かせて実

習生といっしょに学んでいる姿を見ることができました。 

実習生を受け入れる一番の醍醐味です。 

また、実習が終了したら、一冊のマニュアルが出来ている・・・という副産物付きです。いい事

だらけ♪ 

そして西崎病院は、今年、実習生を受け入れで３年目になりました。 

２年前の１例目の実習生は、なんと、今年から当院で働いています。 

実習が就職につながり、就職が私達、そして病院の成長にもつながっていくと思います。 
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実習が病院のことを知ってもらえる良い機会です。 

指導だけでなく、MSW の良さもどんどん広めていきましょう～♪ 

 

*********************************************************************** 

 

 

 新入会員紹介  

*********************************************************************** 

嶺井第一病院 地域医療連携室 比嘉 実久 

*********************************************************************** 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会に入会いたしました、嶺井第一病院 地域医療連携室 

1 年目の比嘉 実久(ひが みく)と申します。以前は違う職に就いておりましたが、私自身が入

院した際に医療ソーシャルワーカーの職に惹かれ、社会福祉士を取得し今年 4月から地域医

療連携室で勤務しています。 

勤務を始めてから半年が経ちますが、毎日新しいことの連続で 1日 1日がとても濃く、連携室

の先輩方を始め院内の様々な職種の方からご指導頂き充実した毎日を過ごせています。 

自分自身の経験不足・力不足に落ち込むこともありますが、当協会で同じ医療ソーシャルワ

ーカーの方々から学ばせて頂きながら、より良い支援ができるよう成長していきたいと考えて

おります。 

今後皆様と連携をとらせていただくことがあるかと思いますが、その際は何卒よろしくお願い

いたします。 

 

*********************************************************************** 

大浜第一病院 医療福祉課 比嘉 涼乃 

***********************************************************************

はじめまして。今年の 4 月より大浜第一病院に入職いたしました、比嘉涼乃と申します。医療

分野の職業に関心を持ち始めたときに MSW の仕事を知り、挑戦してみたいと思うようになり

ました。大学時代は、病院で働くことを目標に資格取得に向けて取り組みました。入職から半

年が経ち、覚えることも多くまだまだ至らない点ばかりですが、MSW の先輩方にアドバイスを

いただきながら少しずつ対応できることも増えていき、嬉しさと仕事の面白さを感じながら

日々の業務を行っています。 

今年度より MSW 協会へ入会し、他病院の方々と交流を深めていけたらと思っています。また、

勉強会や研修に積極的に参加し様々なことを学びながら自分自身も成長していきたいです。 

今後、連携を取らせていただく機会もあるかと思いますが、その際はよろしくお願いいたしま

す。 
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 ゆたしく うにげ～さびら  

*********************************************************************** 

南部徳洲会病院・医療福祉相談室 照屋 幸穂 

*********************************************************************** 

会員の皆様、日々の業務お疲れさまです 

2020 年から新型コロナウイルスによる感染症対策や環境の変化に合せて、病院の体制や業

務など大きく変わってきました。当院もその荒波に揉まれ奮闘している毎日です。 

 当院南部徳洲会病院は今年創立４５周年となりました。急性期病院として一般病床：316 床、

回復期リハビリ病床：41 床があります。最近は新型コロナウイルスの影響から救急搬送の地

域や入院の相談も広域に渡り、さまざまな病院・地域の方々との連携が必要となっているの

を実感しています。 

当院の医療福祉相談室は医療ソーシャルワーカー10 名に加え、入退院支援室として看護師

３名と共に業務を行なっています。医療ソーシャルワーカーは３年目～１０数年目とまだまだ

若いスタッフです。会員の皆様と切磋琢磨しながら成長できたら、と思っています。また、「顔

の見える関係」を築きながら、良い支援ができるよう今後ともどうぞよろしくお願い致します。 

*********************************************************************** 

 

 ト ピ ッ ク ス  

*********************************************************************** 

「手術後の転院、入院の基準は」 

琉球新報 福祉の窓 2024 年 7 月 6 日掲載済 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 安慶名真樹 

*********************************************************************** 

質問 

 80 代の父が大腿骨の骨折で手術をしました。今後リハビリ病院への転院の可能性もありま

すが、希望しても転院対象外だったり、転院できてもリハビリの時間が短くなると聞きました。

何か入院の基準があるのでしょうか。 

 

答え 

 お父さまが大腿骨を骨折され、さぞ不安なことと思います。リハビリが長期になると判断され

た場合、回復期リハビリテーション病棟（以下、回復期リハ）へ転院を案内されることもあると

思います。 

回復期リハは、身体機能改善や日常生活動作の獲得を目的に集中的にリハビリを提供しま

す。リハビリによる機能回復を測る数値基準や、在宅復帰の割合など、細かな病棟基準が定

められており、運用するには全ての基準を満たす必要があります。そのため、体調が安定し

リハビリが効果的に行える状態かどうか、また改善が十分見込めるかなどを各病院で確認し、
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入院可否や入院期間が判断されています。 

リハビリ提供時間は通常１日９単位（３時間）を上限に提供されますが、2024年度診療報酬改

定により大腿骨骨折に対しては、骨折または術後から通算して 60 日以上になると６単位（２

時間）が上限になります。リハビリ提供時間は各病院の人員体制にもよるため、お問い合わ

せ下さい。 

 診療報酬改定により回復期リハの入院期間は年々短縮傾向にあり、その分早期に介護保

険制度のリハビリへ移行していく現状があります。退院後スムーズに介護保険制度が活用で

きるよう、入院中早期に介護保険の申請を案内されることもあります。詳しくは病院のソーシ

ャルワーカーへお問い合わせ下さい。 

 

*********************************************************************** 

ハンセン病回復者の生活不安 

琉球新報 福祉の窓 2024 年 9 月 21 日掲載済 

沖縄県医療ソーシャルワーカー協会 樋口美智子 

*********************************************************************** 

質問 

私はハンセン病療養所の退所者で、現在一人暮らしです。高齢になって家事や買い物が難し

く、運転免許を返納したら通院もできず不安です。回復者であることは誰も知りません。どこ

に相談したらよいか教えてください。 

 

答え 

高齢になると、体のことや暮らしのことなど、心に不安や悩みを抱えていらっしゃる方は多く、

特に一人暮らしの方はお困りかと思います。 

那覇市古波蔵にある公益財団法人「沖縄県ゆうな協会」では、ハンセン病回復者であること

で生活しづらさを感じている方々を対象に、生活支援事業（病院受診や役所などへの同行支

援、買い物や掃除などの家事支援）を行っています。ハンセン病による後遺症や後遺症に関

連する症状などにより、生活支援が必要な方が対象で、介護保険などでは対応できないこと

や、家族にも頼みにくいことなどについて相談を受け、支援をしています。送迎や支援は無料

ですが、回復者の買い物代（商品代）や食事代などは自己負担になります。 

気がかりなのは、行政サービスを利用することで、回復者であることを知られることを怖れ、 

必要な相談ができない方がいることです。それは、誰もが安心して生活することができる権利

が守られていないということにつながります。 

ゆうな協会では、ソーシャルワーカーが、ご本人の希望される場所で、困っていることをお聴 

きした後に、ハンセン病問題に理解がある生活支援員が、ご本人の状況に応じて支援してい

ます。まずは、お電話でご相談ください。ゆうな相談センター宮古 080（9853）4577、沖縄県ゆ

うな協会 098（832）9528。 

*********************************************************************** 
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 各部会からのお知らせ  

***********************************************************************  

【 研修部 】 

研修部たより 

■自主勉強会・めだかの学校 

対 象 対象者：おおむね実務経験３年以下 

日 時 
調整中（開催決定次第、各病院へ FAX・グループ LINE でお知らせ

します） 

参加方法 事前に下記までお問合せください 

内容 自主勉強会 

問い合わせ 博愛病院 永井（098-889-4830） 

■自主勉強会・めだかのホームルーム 

対 象 対象 対象者：おおむね実務経験４年以上 

日 時 日時 ２０２４年１１月１５日（金）１９：３０～ 

参加方法 事前に下記までお問合せください 

内容 交流会 

備 考 奇数月の第二火曜日開催 

問い合わせ 沖縄協同病院 兼濱（098-850-7955） 

■自主勉強会・めだかの放課後「事例研究について学ぶ〜実践を理論的に見る〜」 

対 象 会員のみ 

日 時 調整中 

参加方法 事前申込 

備 考 開催日決定次第、協会ホームページ「研究案内」で案内 

問い合わせ 大浜第一病院 嘉手納（098-866-5171） 

■年間研修 

対 象 会員のみ 

日 時 ２０２５年１月２５日（土）１４時～１５時 
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参加方法 事前申込（各病院へ FAX・公式 LINE でお知らせします） 

内容 
テーマ「記録について生活支援記録法（F-SOAIP）」 

講師：国際医療福祉大学 髙石 麗理湖 先生  

問い合わせ 与那原中央病院 池間（098-945-8101） 

 

🌸その他 

九州医療ソーシャルワーカー協会教育研修部公式 BLOG 

「医療ソーシャルワークサプリ from 九州医療ソーシャルワーカー協議会」更新中！ 

こちらの QR コードからご覧になることができます 

 

 

【 広報部 】 

・新企画検討中 アイデアも随時募集中!! 

・「ゆたしく うにげ～さびら」（自施設、部署など紹介コーナー）では、 

会員所属の病院、施設の魅力を絶賛掲載中!! 

掲載希望の方は事務局 Eメールでご連絡ください！ 

 

【 社会活動部 】 

『第 11 回 県民健康フェア 2024』 が今年も開催されます。 

 台風の影響ため 9 月から 11 月へ変更となっています。 

 

 ■日時：2024 年 11 月 17 日（日） 12：00～16：00 

 ■場所：沖縄コンベンションセンター展示棟 

■主催：沖縄県医療保健連合（なごみ会・17 団体） 

 

多くの来場者へ「医療ソーシャルワーカー」や「医療福祉」について楽しくお伝えができ、

社会的認知につながる機会でもあります。 

 

各病院の当日担当者の方々には感謝いたします。 

会員の皆様のご参画ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

*********************************************************************** 
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 理 事 会 議 事 録  

*********************************************************************** 

８月理事会報 

２０２４年度 沖縄県医療ソーシャルワーカー協会理事会報 

2024 年 8 月 19 日（月）１９：００～２０：００ 

場所：中頭病院 

リモート併用（Zoom） 

【会場出席者】 當銘由香副会長（司会）、 オブザーバー：宮城幸之佑 

【ZOOM 出席】 新垣哲治会長、安慶名真樹副会長、伊禮智則（連絡）、長原野、大嶺洋、 

嘉手納泉也、兼濱愛里、高澤信哉、高江洲あやこ（書記）、 

オブザーバー：樋口美智子 

【委任者】大城将平、秦克之、池間俊、宮城郁美、奥平藤也 

 

＜各部報告・協議事項＞ 

〔研修部〕 以下の報告を受けました 

□研修部活動報告 

（１）年間研修 

①初任者向け研修 担当：玉那覇、安慶名、兼濱、崎原 

9 月 7 日（土）「専門職こそ悩むもの〜立ち止まりながらススム、ソーシャルワーク〜」 

講師：琉球大学病院 金城隆展 先生  ＠とよみ生協病院 

 対象者概ね 3 年以内、各病院で対象者がいれば周知案内 ⊳広報部との連携し周知 

 

②全体研修 担当：池間 

日程：2025 年 1 月中旬～２月上旬の土曜日、午後 14 時～17 時予定 

テーマ「記録について生活支援記録法（F-SOAIP）」 

講師：国際医療福祉大学 髙石 麗理湖 先生   ＠オンライン開催 

 

（2） 自主活動支援 

①めだかの放課後『事例研究について学ぶ実践を理論的に振り返ろう！』 

2024 年度 第１回 7 月 24 日（水）19 時 00 分～20 時 30 分 

発表者：古見さん（大浜第二病院） 参加：7 人 

第 2 回 9 月下旬で調整中 

問い合わせ先：沖縄国際大学/樋口、大浜第一病院/嘉手納 

② めだかのホームルーム  担当：兼濱  ＠Zoom 開催 

 第 3 回 9 月 10 日（火） 事例発表：高澤さん（ハートライフ病院） 
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③めだかの学校   担当：永井・玉那覇 ＠ハートライフ病院 

 第 3 回 8 月 27 日（火）18 時 30 分～ 

テーマ：自立支援医療の内容や、利用のタイミングについて 

講師：玉那覇さん(とよみ生協病院) 

 

（3）九州協議会関連事業   担当：池間、香村 

長崎大会 10 月開催から、日程変更有＞＞１１月３０日（土） 

 

〔広報部〕 以下の報告を受けました 

□MSW ニュース： 9 月 1 日発行、担当/勝山病院崎濱さん 

□公式 LINE 登録者数： 157 名（前月比-4 名） 

※参考 友達追加は変化なし（209 名）、ブロック数が+3 名（34→37 名） 

□公式ホームページ閲覧数： 1,517 件（前月比-19 件） 

・心得動画をホームページ掲載する作業予算の報告を受けた。再度見積もりを取り直す。 

 

〔社会活動部〕 以下の報告を受けました 

□福祉の窓： 8/24 掲載：沖縄協同病院、9/21：沖縄国際大学（9/16 原稿〆切） 

□なごみ会健康県民フェア 実行委員会： 

・当日 9：00～入館可能。実行運営員は 10：30 集合 役割：資料配布係 

 12：00～16：00 17：00 までに撤収。 

・来場者への駐車場確保のため、スタッフは宜野湾港マリーナ有料駐車場（300 円）を利用す

ること 

来場者はゼビオの駐車場無料（スタッフは駐車禁止） 

・ゴミは各団体持ち帰り 

・床は養生テープを用いる。 飲食等で汚した場合は補修費用を請求するので注意するよう

に 

・防災：当会は緊急誘導班 

・舞台発表：理学療法士会による認知症予防体操（３０分） 

・協賛金 50 万円。 

・スタンプラリー景品：ヤクルト、明治乳業より提供あり。その他パーキンソン病筋力トレーニングの

ＤＶＤ 

・近々、各病院割当表を後日理事メールへ送ることに 

 

〔事務局〕 以下の報告を受けました 

□入退会報告 

入 会 届 ：  0 人 

所属先変更：  0 人 
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退 会 届 ：  0 人 

・理事は、次回の理事会までに就任承諾書を伊禮さんへ提出 

 

＜その他 報告協議事項＞ 以下の報告を受け意見交換を行いました。 

□沖縄県入退院支援連携デザイン事業 

 ①これまでの事業のＨＰへのアップや動画アップの調整： 

③ アンケート分析報告：コアメンバーで分析をパワポ作成分担。 

④ 第１回編集委員会：１案 10 月 10 日（木）14:00～16:00、２案 10 月 16 日（水）14:00～16:00 

場所：（予定）ハイブリッドでできる所を調整中。 

第２回編集委員会：２月 

 ・編集委員について提案を受けた。 

・多職種研修日程：１０月３１日（木）１９：００～１９：００～ＺＯＯＭ 

  

⑤住民対象伊江島講演会日程＞１１月中旬の平日で調整 

担当者：レクチャー（     ）、進行・運営補助（     ） 

※令和 6 年度在宅医療介護連携支援事業 

市町村担当者および地区医師会コーディネーター等連絡会議 

日時：令和 6 年 8 月 29 日(木) 14：00～16：00 

場所：沖縄県医師会 ホール 

形式：ハイブリッド開催 

 

□理学療法学会の後援依頼を受け承諾した。 

□リカバリーパレードの後援依頼を受け承諾した。 

 

□那覇市ちゃーがんじゅう課との意見交換会 

地域包括ケア病棟への転院の方を対象とした取組み：急性期での介護申請時、調査日は保

留とし 転院先で決めてもらう。 

実証試験の評価：病院、ちゃーがんじゅう課共にスムーズであった。平均 2 週間で調整日設

定が可能であった。試験を継続し、１０月に改めて評価する。 

 

 

※次回理事会 ２０２４年９月１７日（火）1９：０0～  

          司会：安慶名  書記：伊禮  連絡：玉那覇                       

議事録署名人   新垣 哲治   

 

*********************************************************************** 
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９月理事会報 

２０２４年度 沖縄県医療ソーシャルワーカー協会理事会報 

2024 年 9 月 17 日（火）１９：００～２０：００ 

場所：中頭病院・ハイブリット 

※オンライン（Zoom）：オンライン開催の場合は 18：30～ 

【出席者】 

【会場出席者】當銘由香副会長、安慶真樹名副会長（司会）、秦克之事務局長、 

宮城幸之佑（オブザーバー）、樋口美智子（オブザーバー） 

【ZOOM 出席】長原野、大城将平、伊禮智則（書記）、玉那覇夏汀（連絡）、嘉手納泉也、 

高澤信哉（オブザーバー） 

【委任者】新垣哲治会長、高江洲アヤ子、奥平藤也、池間俊、大嶺洋、宮城郁美、 

            兼濱愛里（オブザーバー） 

 

＜各部報告・協議事項＞ 

〔研修部〕 以下の報告を受けました 

1. 研修スケジュール 

（１）初任者向け研修 担当：玉那覇、安慶名、兼濱 

9 月 7 日（土）「専門職こそ悩むもの〜立ち止まりながらススム、ソーシャルワーク〜」 

講師：琉球大学病院 金城隆展 先生 ＠とよみ生協病院   参加：15 人 

 

（２） 全体研修 担当：池間 

日程：2025 年 1 月 25 日（土）14 時～17 時 

テーマ「記録について生活支援記録法（F-SOAIP）」 

講師：国際医療福祉大学 髙石 麗理湖 先生 ＠オンライン開催 

 

（３）自主活動支援 

① めだかの放課後『事例研究について学ぶ実践を理論的に振り返ろう！』  

次回 第 2 回 調整中 

問い合わせ先：沖縄国際大学/樋口、大浜第一病院/嘉手納 

② めだかのホームルーム  担当：兼濱  ＠Zoom 開催 

2024 年度 第 3回 9月 10日（火）19時～ 事例発表：高澤さん（ハートライフ病院） 参加：4

人 

      次回 第 4 回 11 月 15 日（金）19 時 30 分～ 交流会  

③ めだかの学校   担当：永井・玉那覇 ＠ハートライフ病院 

2024 年度 第 3 回 8 月 27 日（火）18 時 30 分～  参加：8 人 

テーマ：自立支援医療の内容や、利用のタイミングについて 

講師：玉那覇さん(とよみ生協病院)、永井さん（博愛病院） 
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次回 第 4 回 調整中 

 

〔広報部〕 以下の報告を受けました 

□MSW ニュース： 大浜第一病院/与儀さん：11/1 発行予定 

□公式 LINE 登録者数： 157 名（前月比：±0） 

□公式ホームページ閲覧数： 1355 件（前月比：-162 件） 

 

〔社会活動部〕 以下の報告を受けました 

□福祉の窓： 「ハンセン病回復者への生活支援事業」、担当：樋口美智子、９月２１日掲載 

 今後の担当スケジュール→10 月 19 日琉大病院、11 月中頭病院 

□なごみ会健康県民フェア 実行委員会：台風のため 11/17（日）に延期となった。 

                           当日の運営担当として再度会員へ協力依頼す

る。 

  

〔事務局〕 以下の報告を受けました 

□入退会報告 

入 会 届 ：  0 人 

所属先変更：  0 人 

退 会 届 ：  0 人 

□10 月会費引き落とし予定。協会 LINE へ案内する。 

 

＜その他 報告協議事項＞ 以下の報告を受け意見交換を行いました。 

□県保健医療介護部：県医療提供体制協議会在宅医療部会に係る構成員の推薦について、

９月２５日締め切り→秦事務局長推薦する。事務局より回答。 

□議案）コンソーシアム会議（11/24開催）の参加メンバー：大城理事（沖縄リハビリテーション

センター病院）、大嶺理事（北中城若松病院）、古見さん（大浜第二病院）、宮城さん（中頭西

病院）を候補とし、もう一名は北部地区の協会員へ声かけする。 

□沖縄民医連：介護処遇改善、介護報酬再改定の賛同依頼→承認 

□日本医療ソーシャルワーカー協会：災害担当者会議（11/20zoom)への参加について→當

銘副会長が参加する。 

□県保健医療介護部：ハンセン病問題解決推進協議会委員の推薦依頼（事後）→樋口さん

推薦。 

□患者の権利の保障を柱とした「医療基本法」の迅速な制定を !に参加します→承認し事務局

より回答する。 

 

□沖縄県入退院支援連携デザイン事業 
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①これまでの事業のＨＰへのアップや動画アップの調整：広報部へ調整依頼、HP のレイアウ

ト変更予算の検討 

② アンケート分析報告：コアメンバーで分析をパワポ作成分担。締め切り：9/15 ワーキング

開催 

③ 第１回編集委員会：１０月１６日（水）１４：００～１６：００、県医師会 

・MSW 協会担当者：進行（樋口さん）、委員長：秦、運営補助（長さん） 

・第２回編集委員会：案２月１２・１９・２６日（水） 

・編集委員に関して報告を受けました。 

・多職種研修日程：１０月３０日（水）１９：００～ＺＯＯＭ、 

・講師：魚沼市社会福祉協議会 地域福祉課 佐藤 直樹 氏 

・MSW 協会担当者：進行（樋口さん）・運営補助（當銘副会長、安慶名副会長、伊禮理事） 

・９月中に案内文、要項等の送付、送付先の確認、ZOOM 使用料の確認 

・要項確認：対象者にガイドライン委員等、関係機関にも案内する 

⑤住民対象伊江島講演会日程＞１１月２０日（水）１３：００～１５：００ 

・伊江村担当：伊江村役場 住民課 伊江村地域包括支援センター保健師 内間恵美子

氏 

・日帰り可能（１１時便で来島、１６時便で帰島） 

MSW 協会担当者：レクチャー（調整中）、進行・運営補助（調整中） 

⑥令和 6 年度在宅医療介護連携支援事業 

・日時：令和 6 年 8 月 29 日(木) 14：00～16：00、県医師会 

・市町村担当者および地区医師会コーディネーター等連絡会議で、樋口が進捗状況報告 

・伊江村から、ACP 未確認のまま自宅退院事例があり大変困った。在宅移行の事例研修

が必要と思ったとの意見あり。 

 

※次回理事会 2024 年 10 月 21（月）19：00 場所：中頭病院 

          司会：秦  書記：玉那覇  連絡：長                       

議事録署名人   新垣 哲治   

*********************************************************************** 

 

 ☆ 編 集 後 記 ☆  

 気温も少しずつ落ち着き、過ごしやすくなってきました。職場からの帰り道も比較的涼しく、

運動がてら歩いて帰宅することも多くなりました。歩きながら頭を整理することもできますし、

ルートを変えて住宅街を歩くと様々な家の造りや商店など普段車で通る時とは違った景色を

見ることができ、患者さんの話す自宅環境や生活がよりイメージしやすくなることもあるので

おすすめです。仕事や家庭でお忙しい日々を過ごされているかと思いますが、皆さまご自愛く

ださい。 
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MSW 協会 公式 LINE 加入のご案内 

協会名を検索して「友だち追加」で完了！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.msw-oaswhs.jp/ 

https://www.msw-oaswhs.jp/

